
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金森長近公を縁に連携を 

～岐阜県高山市、滋賀県守山市と大野市が災害時相互応援協定を締結～ 

 

このたび、滋賀県守山市において、高山市、守山市、大野市の三者による「災害時相互応援協定」

を下記のとおり締結することとなりましたので、報道周知をよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 趣 旨   織田信長の部将であり、大野城を築き、城下町を整備した金森長近公に所縁の

ある岐阜県高山市、滋賀県守山市及び本市は、この所縁を活かした交流・発展

の観点から、いずれかの市域において災害が発生した場合、被災した協定市の

要請等により、応急対策及び復旧対策が円滑に遂行されるよう連携する。 

 

２ 日 時   ２月１７日（月） 午後４時００分から 

 

３ 場 所   滋賀県守山市「金森御坊」（守山市金森町７５６） 

 

４ 内 容   ・３市の市長による協定書署名 

 ・挨拶 

 ・意見交換 

 ・記念撮影 

 注１）締結式の写真は、大野市より提供させていただきます。 

 注２）守山市の記者提供資料を添付します。 

 

５ その他   これまで、以下の８市町と災害時の応援協定を締結しています。 

＜茨城県古河市、岐阜県郡上市、愛知県岩倉市、富山県黒部市、岐阜県美濃市、 

福井県高浜町、三重県尾鷲市、福島県相馬市＞ 

報 道 資 料 

【発信日】令和２年２月１０日 

【問合わせ先】 

 大野市役所（２階 ２６番窓口） 

 企画総務部防災防犯課 担当：乾川・加藤 

 電話 0779-66-1111 内線 2701 
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守山市 記者提供 資料 

 

 

 

趣旨・目的 

・協定締結の経緯 

守山市金森所縁
ゆ か り

の金
かな

森長
もりなが

近
ちか

公は、織田信長の部将として大野城を築城し、その後、関ヶ原の戦

いを経て飛騨高山藩の初代藩主となりました。 

長近公は、近江国守山金ヶ森に住んだことからその地名を取って金森の姓を名乗るようになっ

たと言われており、各地の戦場に赴きながらも、整然と短冊状に整備した長近公の城下町は、今

もなおそのままの姿をとどめています。 

このようなことを縁とし、岐阜県高山市および福井県大野市と歴史的、文化的なつながりを通

じた交流をする中で、本市より災害時の応援体制の強化について協定締結を提案いたしました。 

それぞれの市における金森長近公の姿(像)をお互いに理解し、市民の意識を高め、市民交流に

つながるよう、３市相互での協定の必要性を重視されたことから、協定締結することについて合

意に至りました。 

   

日時・場所 

・日時：令和 2 年 2 月 17 日(月)午後 4 時から午後 5 時 

     締結式(経緯報告、協定書署名)、金森長近公について懇談 

・場所：金森
かねがもり

御坊
ご ぼ う

 (金森町 756)  

JR 守山駅から近江バス杉江循環線「金ｹ森」下車徒歩 3 分 

 

出席者 

・高山市 國
くに

島
しま

 芳
みち

明
ひろ

 市長、大野市 石山
いしやま

 志保
し ほ

 市長、守山市 宮本
みやもと

 和宏
かずひろ

 市長 が出席し、協定書に

それぞれが署名して締結します。 

 

そのほか  

・駐車場は、金森自治会館の駐車場をお借りしています。 

 

 

 

  金森長近公に所縁
ゆ か り

のある 
高山市・大野市・守山市が災害時相互応援協定を締結 

担当部署・担当者  

危機管理局危機管理課 岡田 

 総合政策部企画政策課 犬丸 

電話 077-582-1119/582-1162 

FAX 077-583-5066 

 

令和２年２月 10 日 
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高山市（岐阜県）の概要  

人口   ８７，５７０人（令和２年１月１日現在） 

面積 ２，１７７．６１k ㎡  

 

 高山市は、岐阜県北部である飛騨地方に位置し、東は槍ケ岳・乗鞍岳などの飛騨山脈、西は白山

連峰などの山々に囲まれ、四季の変化に富んだ豊かな自然を有するまちです。 

 平成 17 年に周辺９町村と合併し、東京都とほぼ同じ面積を有する日本一広い市となりました。 

 面積の約９割は森林で占められ、山や川、渓谷などの自然資源に恵まれ、日本で三番目に高い奥

穂高岳 3,190m から上宝町吉野 436m まで高低差が 2,700m を超えるなど、地形的な変化に富んでいま

す。 

 奥飛騨温泉郷をはじめとする温泉や雄大な山岳景観などの自然資源に加え、日本遺産に認定され

た飛騨の匠の技が生きる絢爛豪華な屋台で有名な高山祭、古い町並等の歴史文化などの魅力が溢れ

ています。 

 当市は、全世界から多くの観光客が訪れる国際観光都市であり、国際観光がもたらす異文化への

共感や評価が世界平和に大きな役割を果たすものであることを鑑み、平成 29 年に平和都市宣言を行

いました。 

 現在、高山市第八次総合計画に基づき、「人・自然・文化がおりなす活力とやさしさのあるまち 飛

騨高山」を都市像に掲げ、多様なまちの魅力や財産を活かしあうことにより、新たな活力や元気が

生まれるとともに、やさしさがあり、幸せが感じられるまちの実現を目指しています。 

 

これまで、福井県越前市、富山県富山市、長野県松本市、神奈川県平塚市、石川県小松市、兵庫

県丹波篠山市、愛知県蒲郡市と災害時相互応援協定を締結しています。 
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大野市（福井県）の概要  

人口  ３２，８９９人（令和２年１月１日現在） 

面積  ８７２．４３k ㎡  

 

 大野市は、福井県東部の内陸に位置し、県内で最も面積が大きく、日本百名山「荒島岳」や名

水百選「御清水(おしょうず)」に代表される緑豊かな自然と食に恵まれた、歴史・文化・伝統が息

づく魅力あふれるまちです。 

４００年以上前に織田信長家臣の金森長近が亀山に大野城を築城し、そのふもとに短冊形の城下

町を整備しました。今でも市街地のまち並みはかつての風情を色濃く残しています。 

当市は、昭和２９年（１９５４）の市制施行以来、将来を見通した行政運営に努め、活力と潤い

のあるまちづくりを進めてきました。現在は、「『人を結び、時を結び、地域を結ぶ』ここは、あな

たの心のふるさとです」をブランド・コンセプトに、「結(ゆい)の故郷(くに) 越前おおの」をキャ

ッチコピーとして、日本人に古来から伝わる地域の中で助け合い、支え合う人同士のつながりの心

や、清らかな湧き水や歴史、伝統、文化など、先人から引き継いできた地域資源すべてを「結(ゆい)」

の一文字で表したまちづくりを進めています。 

さらに、人口減少時代にあっても豊かな自然と人々がともに生きていく持続可能な地域づくりを

実現するために、令和３年度からを計画期間とする第六次大野市総合計画をはじめとした各種計画

に、国連で採択された持続可能な開発目標ＳＤＧｓの考え方を取り入れ策定を進めています。 

 

これまで、茨城県古河市、岐阜県郡上市、愛知県岩倉市、富山県黒部市、岐阜県美濃市、福井県

高浜町、三重県尾鷲市、福島県相馬市と災害時相互応援協定を締結しています。 
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守山市（滋賀県）の概要 

人口  ８３，７４６人（令和２年１月１日現在） 

面積   ５５．７３k ㎡  

 

 守山市は日本一の大きさを誇る琵琶湖の南側に位置し、市内に流れる河川の美しい水環境や比叡

山等の眺望、更には市街地周辺に広がる美しい田園風景等の豊かな自然風土とともに、京都、大阪

にも 1 時間以内と、その利便性の高さから都市化が進展している中、「のどかな田園都市」を標榜し、

人口 83 千の都市と自然が調和した人の暮らしやすいまちとして発展しています。 

初夏になるとＪＲ守山駅周辺の中心市街地に流れる河川には、ゲンジボタルが数多く飛び交い、

この時期に開催するイベント「ほたるパーク＆ウォーク」では、期間中市内外から約 3 万人もの老

若男女がホタルを楽しみつつ、まちなかを散策しています。 

また、市内には弥生時代中期の近江最大の巨大環濠集落跡であり国指定史跡である「下之郷遺跡」

や、同後期における「クニ」の政治的中心地であったと考えられる大型掘立柱建物が合計 13 棟発見

された「伊勢遺跡」が存在し、いにしえの時代から、人々が暮らし交流する土地であったことを示

しています。 

 なお、昭和 45 年７月に市制施行した本市は、令和２年７月に市制施行 50 周年と節目の年を迎え

るにあたり、今日までの本市の歩みを振り返り、これまで市の発展に寄与された方々に感謝すると

ともに、市民の皆様が守り築き上げてこられた本市の自然や文化、歴史を未来につなぎ、さらなる

発展に向けた新たな一歩を踏み出す契機とするため、現在、市制施行 50 周年記念事業の実施に向け

て事業内容の検討を進めています。 

 

これまで、北海道登別市、東京都福生市、長野県飯田市、熊本県水俣市、愛媛県今治市および県

内 12 市と災害時相互応援協定を締結しています。 

 


